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　LSC関西旅行企画G主催の復興支援「福島のゴールデンコースを巡る蕎麦と温泉三昧の

旅」に参加した。参加者は名古屋の梶野ご夫妻、

東京の川本さんと西脇さん、神原夫婦の 6人とホ

スト役の福島在住梅津ご夫妻の 8名。期間は

2017.05.24～26の 2泊 3日の旅である。

　初日は 12:00に福島駅に集合し梅津邸に直行。

足は梅津車とレンタカーの 2台。梅津邸には「梅

津庵」という蕎麦打ち道場が併設されている。

　早速梅津さんお手打ちの蕎麦を振舞っていただ

いた。この蕎麦が今回のハイライトで旨いこと！

美味いこと！腕はプロ並みで、その上コスト意識

ゼロでのおもてなし、これ以上の蕎麦はおいそれ

とは味わえない逸品！

盛蕎麦とぶっかけ蕎麦の 2種類、勿論十割蕎麦で各 100ｇをいただいた。通常は 150ｇで十

分とのことだが、「どうしても両方味わっていただきたい」という梅津さんの強い想いで両方

頂いたがなんの抵抗もなくすっとお腹に納まった。蕎麦以外にも奥様力作の材料に拘った山菜

料理を沢山用意して下さりとても贅沢な昼食となった。

昼食後は磐梯吾妻スカイラインでの景観を楽しみ、吾妻小富士にも登る計画を立てていただ

いていたが、あいにくの雨で急きょ予定を変更して個人経営の広大なバラ園に行くことにし

た。このバラ園は梨栽培農家が趣味でバラ園を作りそれを一般に無料開放している。有料にし

てもいくらでも客が入ると思うほど質・量ともに優れたもので、経営者の心意気に感動した。

バラは手入れが大変でこれだけの規模のバラ園を維持するには相当の労力が要るが、それらは

全て近隣の方々のボランティアで賄われているとのこと。これぞ「古き良き日本」の一面。こ

の面でも改めて感動を覚えた。

少々早い目に吾妻連峰野地温泉「野地温泉ホテル」に投宿した。この温泉は乳白色の源泉掛

け流しで山々の緑に抱かれた素晴らしい温泉宿である。このホテルでは 5つの温泉が楽しめ、

男女それぞれにメインの温泉があり、残り 3つは男女時間制の交代で楽しむことが出来るので

合計 4つの温泉を楽しむことが出来た。到着時間が早かったので本物の温泉を心行くまで堪能

した。

2日目は裏磐梯観光と 会津若松市内観光が予定

されていたがこの日も雨 模様で、大幅な予定変更

止む無しの積りで出発し た。ところが五色沼まで

行ったら雨が上がり、予 定通り五色沼の散策を楽

しむことが出来た。雨上 がりの新緑はいつに増し

て鮮やかで、５つの沼も それぞれ特徴のある色合

いを競い合って我々を迎 えてくれた。雨上がりは

人も少なく、暑くなく、 色鮮やかで最高の景色を

提供してくれた。

それにしても遊歩道が よく整備されていて、雨

上りにもかかわらず快適 に周遊することが出来

た。有名なカナディアンロッキーに点在する小さな湖をも凌ぐ素晴らしさである。

梅津庵の蕎麦は絶品

雨上りの五色沼



　お昼は会津若松市内に移動し「満田屋」というお店で炭火焼き味噌田楽をいただいた。味は

「悪くはない」というレベルであったが、客の前で焼いて出来上がったものを順次提供してく

れる大変珍しいものであった。店も古い味噌つくりの建物を利用していて城下町らしい風情で

ある。お聞きすれば会津は梅津さんの奥様の出身地とのこと。隅から隅まで知り尽くした中か

ら選んでいただいただけあって素晴らしい昼食となった。

昼食後は鶴ヶ城、飯盛山などの観光を段取りしていただいていたが、参加者の希望で古い街

中「七日町」散策に予定を変更して自由散策を楽しんだ後、やはり梅津夫人の知り合いの末広

酒造を見学した。今まで酒造蔵の見学はいくつもしたがこの蔵は別格で、機会があれば皆さん

にも是非見学をお勧めしたい。

先ず江戸時代から連綿と続く歴史。酒蔵以外に

も昔の住居が保存されている。「昔の主人の住ま

い」を見せていただいた。100年前に建てた木造 3

階建ての建物だが今でもしっかりしていてやはり

「昔の本物」は違うと感心しきりであった。大広

間には最後の将軍徳川慶喜の書が額に入れて掛け

られている。最後の会津藩主松平容保の書もあ

る。さらに野口英世の面倒を見ていた小林栄の姉

が末広家に嫁いでいた関係で野口英世の書額も掲

げられている。酒蔵見学よりもこちらの方が見応

えがあった。

　これ以外にも意外なものがある。「男はつらいよ」でお馴染みの寅さんシリーズ全 48作中

47作の撮影に絡んだ高羽哲夫の記念館がある。山田洋次監督が「高羽さんなくしてこのシ

リーズはできなかった」と言わしめた高羽氏が福島出身という縁のようだが、酒蔵にこんなも

のがあるとは実に意外であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この日も少々早めに観光を切り上げホテルに向かった。向かった先は山合にある湯野上温泉

「こぼうしの湯・洗心亭」。無色透明の源泉掛け流しで露天風呂は 4,000坪の自然林の中にあ

り、緑に包まれた露天は名前の通り心を洗ってくれる。

　このホテルは料金が高く節約するため男性（5名）で 1室、女性（3名）で 1室という泊ま

り方をした。お陰で食事後の部屋で心行くまで語り合い、参加者それぞれの豊かな個性と止め

どなく溢れ出る知識の泉に大いなる刺激を受けた。LSCの東西交流はやや停滞気味だが、もう

一度原点に返って東西の交流にも取り組みたいものだと感じた次第。

　昨晩の野地温泉ホテル、この日の洗心亭、ともに食事は山菜を中心に地元産の食材を上手に

使って供してくれた。最近どこの温泉宿もお決まりの食事が多い中、心地よいおもてなしで

あった。特に巨大なアスパラは味・形・適度な歯ごたえなど試す値打ち十分で翌朝ホテルの朝

市で見事なものが少しだけあった。皆さん買いたいということで農産品直売所に買いに行った

が小振りなものしかなく、再度ホテルに戻ってみたらすでに売り切れていた。「二兎を追うも

の一兎をも得ず」を絵に描いたような失敗談でした。

　その後「大内宿」見学に行き見事な茅葺屋根群を堪能しました。しかしすべての家は土産物

売りで普通の家は皆無のようだ。その点京都府美山町の「かやぶきの里」は全てが一般民家で

土産物屋などの商売は原則禁止されている。やはり自然な形で残される古民家の「力」には及

ばないという印象を受けた。しかしそれは別にしても一見の価値ある立派な遺産ではある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主人の住まい大広間、額は徳川慶喜の書



大内宿から福島駅に戻り、お昼に福島駅で解散しそれぞれの家路についた。今回の旅行計画

は全て福島在住の梅津さんが立てて下

さり、その上下見までしていただいた

とのこと。梅津庵で頂いた蕎麦の美味

しかったこと、準備万端整えてお迎え

下さったこと、感謝！以外に言葉があ

りません。梅津ご夫妻本当に有難うご

ざいました。

　今回は今年から発足している「関西

支部旅行企画グループ」方針の一つ、

「地方での交流会開催」の第一弾とし

て実施したものです。大成功を収めま

したのでこの勢いで今後年 2回くらい

は地方での交流会を実施するつもりで

す。是非ご参加下さい。
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今回の参加者、大内宿にて（写真撮影は西脇勇さん）
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